
体験教室 勾玉（まがたま）のペンダントを作ってみよう!
　歴史民俗資料館では、体験教室「勾玉のペンダントを作ってみよう!」を開催します。教室では、蝋石を
サンドペーパーで磨き、弥生時代や古墳時代に使われた勾玉を作ります。

♦開 催 日　８月13日（土）、14日（日）13：00～15：30
♦開催場所　歴史民俗資料館　研修室
♦参 加 費　無料
♦募集人数　各先着14人　※小学生以下の方は、保護者の同伴が必要です。
♦募集期間　７月30日（土）～８月11日（木）
♦そ の 他　完成まで約１時間30分～２時間程度かかります。
　　　　　　石の粉で真っ白になるので、エプロン等をご用意ください。
　　　　　　※新型コロナウイルス感染症予防のためマスクの着用と、開催日当日に風邪のような症状
　　　　　　　（発熱、咳、のどの痛み等）がある方は、参加をお控えください。

♦申し込み先・問い合わせ　歴史民俗資料館（御坊総合運動公園内）TEL・FAX0738-23-2011
　　　　　　　　　　　　　開館日は、火・木・土・日曜日・国民の祝日です。

ろうせき

令和４年度 中央公民館後期成人講座（着付教室）受講者募集
　御坊市に在住の方、または御坊市内に勤務、在学の方ならどなたでも参加できます。

♦講　　師　三原　真理子　先生（山野流）
♦期　　間　令和４年９月28日～12月21日（全12回・毎週水曜日）
♦時　　間　19時～21時　　　　　　　
♦場　　所　中央公民館２階和室　　　　　　
♦受 講 料　無料　　　　　　　　　　　　　　　　
♦持 ち 物　紐２～３本・伊達締め２本・前板１本・タオル１枚・半巾帯１本・裾よけ１本
　　　　　　洗濯バサミ２個・着物（ゆかた、ウール）・肌襦袢１枚・筆記用具
♦定　　員　15名（定員に達し次第、締め切ります。）        　　　　　　　　　　　
♦募集期間　令和４年８月３日（水）～９月27日（火）（平日９時～17時）
　　　　　　※女性向けの内容となっています。ご了承ください。

右記のQRコード、またはURLからでもお申込み頂けます。ぜひご利用ください。
https://tb.logoform.st-japan.asp.lgwan.jp/f/06hRo

♦問い合わせ　中央公民館　☎0738-22-0424

第68回御坊市美術展覧会 作品募集
♦会期・部門　【第１期】洋画・写真・陶芸　11月 ３日（木)～ ６日（日）
　　　　　　　【第２期】書・日本画　　　　11月10日（木)～13日（日）
♦応 募 資 格　御坊市及び日高郡にゆかりのある方
　　　　　　　（御坊市及び日高郡内に在住、在勤、在学している方、また
　　　　　　　　はしていた方等）　※中学生以下の方は除きます。
♦出 展 点 数　書は１人１点、洋画・写真・陶芸・日本画は１人２点以内
　　　　　　　※陶芸については参考出品のみで一般募集は行っていません。
♦作品提出日　10月15日（土）、16日（日）９：00～16：00
　　　　　　　※高校の団体は10月13日（木）、14日（金）に搬入可能です。
♦出　品　料　出展手続時に１部門につき１人300円
　　　　　　　※高校生・審査員・招待・参考出品（陶芸）は不要です。

♦申し込み先・問い合わせ　中央公民館　☎0738-22-0424

Vol.２

財政課 ☎ 0738-23-5533

新庁舎
建設だより

地盤改良が終わり、
　　　基礎工事を実施中

ホームページで建設現場の
定点カメラ映像を公開

 中間層免震構造を採用
　新庁舎では地震・津波対策として、１階と２階の間
の免震層内の柱に、ゴムを用いた免震装置を設置します。
フロア配置としては、１階は会議室や倉庫等のフロア
とし、また、津波浸水時でも業務継続が可能なよう
に、免震層より上の２階から４階に主要な市民サービス
窓口や執務室を配置し、５階は議会を中心としたフロア
とします。
　現地は、南海トラフ巨大地震
時の津波では3.5メートル程度
の浸水が想定されていますが、
免震層の床を5.2メートルの高さ
とし、免震装置や２階から上の
庁舎機能には重大な被害が生じ
ないように設計しています。

■ 工事進捗状況

　地盤改良工事が２月末に完了し、地質調査を行った結果、建物敷地の液状化の恐れが解消されたことを確認
しました。５月からの杭工事では、深さ約22メートルの支持地盤に達する杭を44本施工しました。７月から
は基礎躯体工事を行っているところです。
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 防災デッキ（仮称）を設置
　津波が発生する恐れがある場合、従来の福祉センター
や津波避難タワー等に加え、新庁舎も緊急避難場所と
しての役割を発揮します。
　そのため、新庁舎には屋外からも２階へ直接アプローチ
できる外付け階段（防災デッキ）を設置します。
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